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1．1・123　IMP　SPECTによる脳幹部描出の検肘
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　1－1231MP　SPECTによる脳幹部特に橋描出にっいて

検討した．対象は脳梗塞46例，その他の脳血管障害25

例，脳腫瘍28例，正常19例である．SPECTにはガン

マカメラ回転型（1検出器）を用い1－1231MPは約111

MBq（3　mCi）を投与し，静注後30分から撮像を行った．

橋の描出は明瞭，不明瞭，欠損と3段階に分類し評価し

た．その結果，脳梗塞その他の脳血管障害例では，正

常，脳腫瘍例に比して橋描出が不明瞭なものが多かった．

また脳幹病変を有する症例では，橋描出は全例，欠損あ

るいは不明瞭となった．またcrossed　cerebellar　diaschisis

を認めた症例では，脳幹描出は不明瞭になる傾向にあっ

た．1－1231MP　SPECTによる橋描出と病態との関連が

示唆された．

2．Mit㏄hondrial　encephalomyopathy　with　lactic　acidosis

　and　stroke　like　episodes（MELAS）の1231・IMP

　SPECTによる経過観察
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　今回われわれは，臨床所見，筋生検等の結果より

MELASと診断された3症例について，1231－IMP脳血

流シンチグラフィの有用性についてCT，　MRIと対比検

討したので報告する．

　IMP・SPECTではいずれの症例においても頭頂，後

頭葉を中心とした血流低下が認められた．stroke－1ike

episode後には側頭，前頭葉へと血流低下部位の拡大が

認められた．また1症例においてのみ小脳の著明な萎縮

と血流低下を認めた．3例中2例では，Kuhlらの方法

にて絶対血流量を求めた．その結果，上記血流低下部位

においても25－35cc／100　g脳／minの血流量が保たれて

おり，正常分布を示す領域では60－70cc／100　g脳／min

と血流量は増加していた．

　1231－IMP脳血流シンチグラフィは，　MELASの補助

診断，経過観察に有用であると考えられた．

3．99mTc・HMPAO連続SPECTを用いたアセタゾラ

　　ミドテストによる脳血流予備能の検討
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　脳循環予備能を短時間に評価する目的で連続した2回

の99mTc－HMPAO　SPECTとsubtraction法を用いて安

静像および負荷像を一期的に短時間で得，脳血管障害

に対する有効性を検討した．まず安静時に1回目の

HMPAOを静注し2分後に安静像の撮像を開始した・

この撮像開始と同時にDIAMOX（l　g）を静注した・撮

像には約12分かけ，この時間をDIAMOXが薬効を表

すまでの待ち時間に利用した．1回目の撮像終了と同時

に同じバイァルから99mTc・HMPAOを再び静注し2回

目の撮像を行い，撮像終了後時間補正をして2回目の像

から1回目の像をsubtractionし，負荷像を得た．静注

から撮像終了までの全過程は終30分とした．脳血管障
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